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技術部報告巻頭言に寄せて 

技術部長 山田 貴延 

 平成 28年 4月に初めて技術部長に就任し、この巻頭言を書くまでに早 2年の歳月が過ぎ去りました。

前年の報告におきまして、技術部という組織が平成 3年に発足した前後の頃の変化について述べさせて

いただきました。その中で、組織として目指すべき４項目の中でもとくに「自らの専門技術の維持･向

上、その継承と将来にわたる柔軟な対応」という目標は、とくにこれからの技術部の行方を左右する重

要なフレーズになるものと予想しています。これに関連する出来事として、本年度 4月から施行された

本学の学科改組では、大学組織でとりわけ新しい時代に対応できる学生教育の観点で、当技術部にも大

きな使命が課せられたものと思います。学科教科目の上でそれまで整然と区別されていた専門基礎教科

の垣根が大きく取り払われ、学科横断的な教育内容への構築が新学科体制の役割として課せられている

現状です。これに対してもちろん、技術部業務において従来からの基本的な実験･実習･演習等で技術員

の役割が大きく変わるわけではありません。しかし、様々に変化する社会的要求に対応するため、上述

した個々の専門技術の向上は一層欠かせませんし、これまで以上に次に受け継ぐ技術員の養成がより重

要な課題になったと思います。 

 改組の中の新科目の一例として、本年度後期から「工学基礎実験および演習」が始まりましたが、こ

れは入学後の 1年生に工学的感覚を技術者の素養として身につけてもらうための第 1歩となる履修科目

です。大学での標準的な授業スタイルである「座学」とは異なり、学生ひとりひとりが授業担当者から

懇切丁寧に指導を受ける機会が多くなるため、この科目を担当する技術員には各自が関係する専門技術

分野での造詣や日頃の経験を生かしながら、学生個々に理解を促す工夫や努力が要求されます。その点

で、本年度は手探り状態のスタートながら、担当するどのテーマでも十分に準備し全力で取り組めたの

ではないか、と感じています。 

上記の事例だけではなく、日常的に当技術部には数多くの学内業務依頼が寄せられています。加えて、

この他にも、例えば、もの作りの体験学習として高校生や夏休みのおもしろ科学実験や冬休みの親子工

作教室を通じての小学生の各受け入れ、小中学校教員対象の理科実験研修やプログラミング教育関係者

向け研修会への各支援等、技術部組織前にはあまりなかった社会貢献につながる学外業務が数多くこの

技術部を中心に実施されています。 

 巻頭言を締めくくるに当たり、今後ますます本学が社会に貢献できる要望内容は増えていくことが予

想されます。大学として正常に進化し発展していける役割の一端を今後も本学技術部は担っていかなけ

ればならないと予想されます。この報告書の場を通して、再度、広く教員･職員の皆様に今後も果たして

いくべき技術部の役割を正しく広く認識していただければ幸いに思います。これからもご支援ご協力を

よろしくお願いいたします。 
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情報処理センター業務 

 松本 正之 

情報処理支援グループ 

機械棟改修に伴う機器の移設

(機械1号棟改修前)

6月30日(金) ～ 7月2日(日)

・ 1号棟2F資料室に設置されていた機器を2号棟1F 変電室へ移設

・情報処理センターと機械2号棟間の接続は光ケーブルを新設

・ 1号棟と2号棟間の各ケーブル、1号棟と大学会館間のケーブルは
既存配線の敷設変更

1期目

作業期間

作業内容

1

機械棟改修に伴う機器の移設

情報処理センター

機械1号棟 (改修中)

機械2号棟

大学会館へ

SW

SW

SW

PP

PP

PP

情報処理センター

機械1号棟

機械2号棟

大学会館へ

SW

SW

SW

SW

PP

PP

PP

SWPP SW

PP SW SW

SW

移設前

移設後

新設

光ケーブル

LANケーブル

2

機械棟改修に伴う機器の移設

(機械1号棟改修後)

9月下旬の土日2日間 {9/30(土) ～ 10/1(日)} を予定

・ 2号棟1F変電室に設置されているスイッチ3台を2台と1台に分離し、
そのうちの1台を1号棟2FのEPSへ移設

・情報処理センターと機械1号棟間は既存の光ケーブルを使用

2期目

作業期間

作業内容

3

機械棟改修に伴う機器の移設

情報処理センター

機械1号棟

大学会館へ

SWPP

PP

PP

PP SW SW
SW

移設前

移設後

光ケーブル

LANケーブル

情報処理センター

大学会館へ

SW

SW

SW

PP

PP

PP

PP SW SW

SW

SW

SW

機械2号棟

機械2号棟

PP

機械1号棟 (改修中)

4

機械棟改修に伴う機器の移設

・ネットワーク配線(LANケーブル)の色分け

その他

スイッチ移設時の工夫

スイッチ側：緑色
ユーザポート側：青色
認証LAN：赤色
施設管理：黄色

・ 1号棟で使用していたラックを流用しEPS内に設置

5

機械棟改修に伴う機器の移設

・ 1号棟に設置したスイッチは1台で、改修後の全ての情報コンセントにネットワーク
を提供するにはスイッチのポート数が足りない

その他

機器の移設に伴う問題点への対応

・改修に伴う電気工事のため複数回の停電が発生

全ての情報コンセントがサポート可能となるような機器の設置が必要

停電によるシステムへの影響を懸念

施設課へ非常用電源設備接続のための配電盤切り替え設備の設置を要求

次期ネットワーク更新時に仕様変更

6
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情報セキュリティ対策基本計画

情報セキュリティ対策基本計画の策定

平成28年度、文部科学省より「国立大学法人等における情報セキュリティ強化について」の要
請を受け、「情報セキュリティ対策基本計画」を策定

情報セキュリティインシデント対応体制および手順書等の整備

情報セキュリティポリシーや関連規定の組織への浸透

情報セキュリティ教育・訓練および啓発活動

情報セキュリティ対策に係る自己点検・監査の実施

情報機器の管理状況の把握および必要な措置

7

情報セキュリティ対策基本計画

情報セキュリティインシデント対応体制および手順書等の整備

インシデント対応体制および手順書等の確認・更新 (2016年9月)

情報セキュリティに係る各資料の周知 (2016年11月)

情報セキュリティポリシーや関連規定の組織への浸透

ポリシー、手順書等および緊急連絡網の学内周知 (2016年11月)

8

情報セキュリティ対策基本計画

情報セキュリティ教育・訓練および啓発活動

情報セキュリティeラーニング研修の実施 (2016年11月)

情報セキュリティ対策リーフレットの作成および配布 (2017年2月)

情報セキュリティ対策に係る自己点検・監査の実施

情報セキュリティ責任者等の特定の職員を対象とした自己点検の実施
(2017年2月)

情報システムの脆弱性診断を実施 (2017年3月)

10

情報セキュリティ対策基本計画

情報機器の管理状況の把握および必要な措置

情報機器管理状況の把握および必要な措置の実施(2017年3月)

その他

情報の格付けおよびリスク評価 (2017年3月)

インシデント対応訓練 (2017年3月)

CSIRT設置、機密情報への暗号化ルールの策定(2017年度)

スパムメールフィルタおよび標的型メール攻撃対策装置の導入
(2017年度以降)

振舞検知型不正通信対策装置の導入 (2017年度以降) 10

無線LAN提供形態の変更

平成29年8月に情報処理センターが提供している無線LANゲスト(学外者)向けの
提供形態を変更しました。

変更前

KITWNN

※接続先ネットワークの制限無し

※学内ネットワークへの接続不可

学内者

学外者

学内and学外
ネットワーク

学外ネットワーク

Web認証

学内者or学外者

11

無線LAN提供形態の変更

平成29年8月に情報処理センターが提供している無線LANゲスト(学外者)向けの
提供形態を変更しました。

変更後

KITWNN ※接続先ネットワークの制限無し

※学内ネットワークへの接続不可

学内and学外
ネットワーク

学外ネットワーク

Web認証

学内者

学外者
KITGUEST

WPA2-PSK認証

※設定APおよび接続(設定)期間は限定とする
12
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パソコン相談室の現状について 

森脇幸伸 

情報支援グループ 

はじめに 

 本学技術部では、「教職員が業務で使用するパソコンに関するトラブルに対処・アドバイスする」を目的に学内

教職員向けのパソコン相談室を2008年度後期から開設している。 

2011年度からは相談対象を拡充し学生向けのパソコン相談を開始した。 

これまでパソコン相談窓口は週2回程度実施していたが2016年度からは常設化した。 

本稿では、技術部パソコン相談室の現状について報告する。 

パソコン相談室の変遷 

 パソコン相談室の変遷を表1に示す。 

パソコン相談室開設にあたり、2008年度当初に技術部大

学運営室情報支援グループを中心としたWGを構成し、同

年度中の開設に向けた検討を行った。 

その結果、2008年度後期から教職員向けパソコン相談の

試行運用を開始し、2009年度から教職員向けパソコン相

談室の本運用を開始した。 

一方、学生向けパソコン相談室開設でも同様のメンバー

でWGを構成し検討を行った。 

学生向けパソコン相談は、2011年度から1年間の試行期

間を経て、2012年度から教職員・学生共通の相談窓口と

して運用を開始した。 

学生向けパソコン相談の開始にあたり、これまでの相談

担当者を2名から6名に増員し、2名体制でローテショ

ンを組んで対応している。実施回数、開催時間について

は教職員時と変更はない。 

パソコン相談件数推移 

 2011 年度の学生向け相談を開設してからの相談件数

の推移を図1に示す。 

全体の相談件数は 2014 年度から微増ながら増加傾向に

なり、2016年度には学生の相談件数が全体の約40％近く

にまで増加した。 

図1には反映されていないが、2017年度前期の時点 

で、学生相談件数は前年度の年間相談件数67件に達して

いる。 

表 1 パソコン相談室の変遷 

2008年4月 教職員向けパソコン相談室開設WG発足 

2008年10月 教職員向けパソコン相談室の試行運用開始 

週2回12時30分から14時30分 

1名体制で運用 

2009年4月 教職員向けパソコン相談室の本運用開始 

週2回12時30分から14時30分 

2名体制で運用 

2010年12月 学生向けパソコン相談室開設WG発足 

2011年4月 学生向けパソコン相談室の試行運用開始 

週2回12時30分から14時30分 

6名体制で運用 

2012年4月 教職員・学生共通のパソコン相談室として運

用開始 

2016年4月 パソコン相談室の常設 

122 112
85

108
136

107

15 19
41

48
27 67

137 131 126

156 163
174

0

50

100

150

200

2011 2012 2013 2014 2015 2016

件
数

年度

相談件数推移

教職員 学生

図 1 相談件数推移 
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相談内容の概略 

2016年度の教職員からの相談上位を以下に示す。 

・初期設定に関すること 

(パソコン、NAS) 

37.4% 

・操作方法等 21.5% 

・Windows10のアップグレード関連 13.1% 

パソコンの更新に伴う初期設定およびデータ移行など、相談と言うよりは作業そのものが多く70%程度が事務職員

からの依頼であり、相談室ではなく便利屋化しているのが現状である。 

2016年度の学生からの相談上位を以下に示す。 

・ネットワーク接続に関すること 22.4% 

・ハードウェアの不具合に関すること 14.9% 

・アンチウイルスソフトに関すること 10.4% 

学生相談が増加した 2016 年度は、私有ノートパソコンの液晶画面の表示不具合などハードウェアに起因した相談

が例年になく多くあった。 

相談上位には入っていないが、最近の傾向としてはパソコンで認識できなくなったUSBメモリからファイルの救出

など高度な相談も増えている。 

相談員から見た気になること 

 事務職員のIT環境改善が急務と感じている。 

他大学の事例を見ると、情報漏洩対策として集中型のIT環境が整備され管理が行き届いている。 

本学の場合、一般的なデスクトップ型パソコンが導入され、部署ごとに数年かけ更新しているためか統一性がない。 

さらに、利用者の裁量により自由にフリーソフトをインストールできることから、ウイルス感染や情報漏洩を心配

している。 

他大学のようなIT環境整備を早急に検討すべきであると考える。 

また、データの取り扱いについても信頼性や機密性の面で不安を感じている。 

・部署によっては複数台のNASを設置 

・一般家庭で利用するようなNASの利用 

・管理が十分にされていない（誰が管理者責任者なのか不明な場合がある） 

おわりに 

 パソコン相談室の責任者となった2013年度から2年間、学生相談増への取り組みとして以下の周知改善に取り

組んだ。 

 開催時にのぼりを設置

 学生が多く集まる場所に卓上ポップを配置

 学生相談者からのアンケート収集

この結果、学生の相談件数は増加傾向にあり、 

これは、周知の改善による効果ではないかと想定している。 

しかしながら、学生の全体数から考えると相談件数はまだまだ少ない。 

学生相談件数がさらに増加するよう、周知方法の改善、相談に来やすい環境整備に努めたい。 
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ものづくりとしての自作パソコンについて 

 長谷川 稔 

ものづくり支援グループ 

-5-



-6-



-7-



派遣先研究室の共同研究先

信山直紀

学部・大学院支援室  技術専門員

1．岐阜市と大学

 7 月 23 日（日）から 7 月 29 日（土）の日程で、水環境工学が専門分野である

教員の共同研究先である岐阜大学流域圏科学研究センター共同研究支援室へ出

張して、実験をして来ました。  

 岐阜市は中部国際空港から名鉄で乗り継ぎなしに行くことができ、駅前は名古

屋のベットタウンという様相であり、岐阜城のある金華山一帯と長良川は自然に

溢れる。岐阜県多治見市がとても暑い街で有名であるので、岐阜市も暑いのであ

ろうと想像できるが、そのことを除けば便利で暮らしやすい街ではないかと感じ

ました。  

岐阜大学は教育、地域科学、医学、工学、応用生物科学の５つの学部があり、

附属病院の隣接地には薬科大学がある。夏休み期間でありながら駅前から乗り込

んだバスは混雑しており、活気があるように感じられた。正門を潜るとコンビニ

があり、更に進むと事務局、生協、図書館がありました。そこから先に学部の建

物が配置され、建物が林立する敷地面積は本学の２倍以上あるのではと感じられ

ました。その他にプール等の運動施設と農地があるので、かなり広いのであろう

と想像できました。

岐阜大学流域圏科学研究センターには３つの研究部門があり、その下に研究分

野が全部で５つあります。研究部門の他に水質分析室、共同研究支援室、事務室

があります。本学の情報処理センター程の大きさの建物に、教員室と学生の居室

である研究室、水質分析室、共同研究支援室が実在しますが、本学と同様に所属

する教員の全てが建物内にいる訳ではありません。  

2．手続きと実験

実験装置を使用する出張の場合、装置の空き状況を確認してから事務手続きを

進めなければなりません。本学の共用設備センターのようにネットから気兼ねな

く装置使用日程を確保できるシステムは、とても良いことだと改めて認識しまし

た。今回は一週間という日程で、相手先共同研究者が管理している装置ではなく、

自由に使用することが出来る装置ではないため、日程調整にかなりの時間を要し

ました。また、出張の時期が北海道の学校の夏休みの開始と重なって、女満別か

らの航空券付き宿泊パックは高価になります。そこで、同型の装置が複数台あり

ましたので、同時に平行して使用することを提案しましたが、管理者からはデー

タを比較検討する際問題があるということを言われ、出張期間を短縮することが

出来ませんでした。こちらとしては、自分で獲得した資金ではありませんので、
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どんなに高い旅費を貰っても実験は成功するとは限りませんので、失敗した時の

ことを考えますと節約したくなります。そこで、札幌までは高速バスを使用し、

新千歳空港からは LCC を利用することにしましたが、相手先事務職員は確認した

訳ではありませんが、隔日の半日勤務のようであり、メールの遣りとりによる手

続きに時間を要しました。

分析手法は、装置管理者のやり方で行うということでこちらの教員と予め打合

せをしていました。自作の試薬調製マニュアルが実験台の隅にありましたので、

使用する試薬は独特のものでしたが、そこに書いてある通りに調製を行いました。

後々トラブルになりかねませんので、好きにやらせてという訳にはいきません。

事前の打ち合わせでは実験に必要なものは装置管理者の所属する学生さんが 全

て用意してくれるとのことでしたが、その様にはなっておらず、また、用意され

ていれば使用しなければならずその信頼性に疑問が残ります。したがって、用意

が有っても無くてもどちらでも良いという感じです。分析実験をしている者とし

て、標準溶液だけはさすがに北見で調製し、輸送しました。

3．気づいたこと

 研究機関で実験を行ったことはありましたが、今回初めて大学で実験を行って気

が付いたことは、トラブルに対応できる人が側にいることが必要だと感じました。

大学の教員や学生はいつ居室に在室しているのか分らない状態であり、装置を借り

るための挨拶や取り扱い説明を受けるだけでも 一日があっと言う間に過ぎてしま

います。試薬棚の鍵は学生から借りて下さいとのことでしたが、学生は研究室に毎

日来る保証はありませんし、夜間だけ来るということも十分考えられます。幸い二

日目の午後に現れましたので、どうにか無事に実験を終えることが出来ました。ま

た、大学は 24 時間営業だと思っていましたので、実験が終了するまで装置の連続

運転をすることが可能と考えていました。夜間の施設への入退館はタイマーで施錠

解錠が行われており、夕食のために外出することは出来ず、タバコを吸うこともで

きません。夜間の装置の稼働状況を確認することは出来ませんでしたが、施設の解

錠時刻に合わせてホテルを出発することで最低限の目配りはしました。ここには書

き切れない程のトラブルは有りましたが、234 個のデータと共に帰北することにし

ました。
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平成29年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修会

　標記研修会は、北見工業大学技術部組織規程第13条に基づき、毎年実施している
　研修である。　今年度は、下記日程・内容で実施することとする。

記

日　時：平成29年  9月  1日（金）　9：00～16：45

場　所：第1総合研究棟2階 多目的講義室

平成29年度　国立大学法人北見工業大学技術部技術員研修日程

時　間 内　容

開　講　式
技術部長　山田 貴延

技術発表

1 『 情報処理センター業務 』
情報処理支援グループ 松本 正之

2 『 パソコン相談室の現状について 』
情報処理支援グループ 森脇 幸伸

3 『 ものづくりとしての自作パソコンについて 』
ものづくり支援グループ 長谷川 稔

4 『 派遣先研究室の共同研究先 』
機器分析支援グループ 信山 直紀

先輩講話
松田　弘喜

休　憩

講　演
地域未来デザイン工学科　社会インフラ工学コース　　
准教授　伊藤 陽司
『 防災・減災への関心と行動 』

昼　食

移　動

施設見学
ボッシュ株式会社　女満別テクニカルセンター

事業・技術紹介、ABS・ESCテストコース試乗

移　動

閉　講　式
技術部長　山田 貴延

※発表12分　質疑応答3分

16:30

16:45

9:00

9:05

12:00

13:00

14:00

15:30

10:05

10:25

10:35
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学外研修・出張報告



平成 29 年度 学外研修・出張報告 

No. 研修者 研修題目 研修内容 主催機関名 研修場所 出張期間 

1 信山 直紀 

2017 年度機器・

分析技術研究会

in 長岡 

ポスター発表 

2017 年度 機器分

析研究会 in 長岡 

実行委員会 

シティーホールプ

ラザ アオーレ長

岡

平成 29 年 8 月 29 日

～平成 29 年 8 月 30

日 

2 白川 和哉 
原子吸光と ICP

の上手な使い方 

原子吸光および

ICP に関する研修 

(株)島津総合サー

ビス 

島津製作所東京支

店 
平成 29 年 11 月 28 日 

3 宇野 珠実 

オープンソース

カンファレンス

2018 Osaka

オープンソースソ

フトウェアに関す

る研修

オープンソースカ

ンファレンス実行

委員会

大阪産業創造館 

平成 30 年 1 月 25 日

～ 平成 30 年 1 月 27

日 

4 白川 和哉 

2017 年度 信州

大学実験・実習

技術研究会 

ポスター発表 
信州大学長野(工

学)キャンパス 

信州大学長野(工

学)キャンパス 

平成 30 年 3 月 1 日～

平成 30 年 3 月 3 日 

5 徳田 奨 

2017 年度 信州

大学実験・実習

技術研究会 

ポスター発表 
信州大学長野(工

学)キャンパス 

信州大学長野(工

学)キャンパス 

平成 30 年 3 月 1 日～

平成 30 年 3 月 3 日 

- 11 -



オープンソースカンファレンス 2018 大阪研修報告

宇野珠実 

情報処理支援グループ 

2018/1/26,27 に開催されたオープンソースカンファレンス 2018 大阪に参加しました。 

オープンソースソフトウェア(大雑把に言うとソースコードが公開されていて無償で使用できるソフ

トウェア)はプログラミングをする自分の業務上、切り離せない重要なものです。

オープンソースを使用する上での権利関係や注意事項について深く学ぶことができました。また、オ

ープンソースソフトウェアの種類は多岐に渡るものでその各ソフトウェアについての最新情報を知る、

Amazon alexa という AI スピーカーを使った実習にも参加するなど非常に有意義なカンファレンス参加

となりました。 

二日間に渡るイベントで、聴講したセミナーとハンズオンは下記の通りです。 

1/26(金) 13:00-18:00 

・OSS ライセンスと著作権法のポイント～世迷いごとを斬る。

・Ansible・Serverspec ベースの自動化のフレームワーク SHIFT ware の紹介

・Ansible と Terraform を活用したクラウドサーバ構築

・EDB Postgres で実現する異種 DBMS からのデータベース移行＆EDB Postgres 最新動向

・IT 基盤の安全と安心を支える技術 -Thirdware Linux-HA と Bacula Enterprise Edition による冗長

化及びバックアップ

・MySQL 開発最新動向 ～MySQL 8.0、MySQL InnoDB Cluster などのご紹介～

1/27(土) 10:00-18:00 

・alexa ハンズオンセミナー

・Linux デスクトップ & Emacs 徹底攻略！

・Raspberry Pi の今後のもろもろと流行り？の事例について

・豪華 2本立て『オープンソース入門』 『本番システムでも Docker を活用しよう』

・PostgreSQL10 の新機能 ～ロジカルレプリケーションを中心に～

・ライトニングトーク 

- 12 -



グループ研修報告 



平成 29 年度 グループ研修報告 

No. 実施グループ 研修題目 研修内容 研修指導者 研修期間 参加者 

1 
機器分析支援 

グループ 

デジタルマイク

ロスコープにつ

いて 

デジタルマイクロスコープ

の装置原理を光学顕微鏡や

走査電子顕微鏡と比較しな

がら理解した。数種類の試料

観察を行いながら，デジタル

マイクロスコープの機能を

確認し，初期の形態観察にお

けるデジタルマイクロスコ

ープの有用性を確認した. 

徳田 奨 
平成 29年 9月 5日 

（研修累計時間：6時間） 

小畑 芳弘 

白川 和哉 

坪田 豊 

信山 直紀 

橋本 晴美 

久松 茂 

松田 弘喜 

山田 洋文 

山根 美佐雄 

2 
ものづくり支援 

グループ 

CNC フライス 

組立研修

(KitMillMOC900) 

木材加工専用テーブル型

CNC フライス組み立てキッ

ト（KitMill MOC900）を使用

して，直動シムテム機構と台

形ネジを用いたステッピン

グモーター制御での高精度

位 置 決 め 精 度 ( 分 解 能

1.25μm）の理解度を深める

とともに，3軸 CNC フライス

盤の機械構造を理解する組

立研修を行った． 

ものづくり 

グループ 

平成 30年 3月 27 日 

（研修累計時間：6時間） 

佐藤 敏則 

杉野 豪 

堂田 誠治 

長谷川 稔 

山田 忠永 

3 
ものづくり支援 

グループ 

CNC ソフト 

VCarve PRO の取

扱いについて 

KitMill MOC900 用制御ソフ

ト（usbｃncV4）操作方の習

得 お よ び ， CAM ソ フ ト

（VCarve）を使用して実践的

作業を行った． 

ものづくり 

グループ 

平成 30年 3月 28 日 

（研修累計時間：3時間） 

石澤 真也 

大内 均 

佐藤 敏則 

杉野 豪 

堂田 誠治 

長谷川 稔 

山田 忠永 
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学 内 研 修



平成 29 年度 学内研修 

研修題目 研修内容 研修指導者 研修期間 参加者 

3D プリンター取扱い 

講習 

部品作製に関する 3D プ

リンターの取り扱いに

ついて. 

山田 忠永 
平成 30 年 2 月 20 日 

（研修時間累計：3時間） 
大森 誠一 
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研修会・講習会等参加状況



平成 29 年度 研修会・講習会等参加状況 

(技術部予算を使用しない研修会・講習会等) 

学内で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
平成 28 年度学長裁量経費採択者 

による研究報告会 

平成 29年 5月 9日～  

平成 29 年 5 月 10 日 
北見工業大学 白川 和哉 

2 
平成 29年度国立大学法人北見工業

大学ハラスメント防止研修 
平成 29 年 6 月 13 日 北見工業大学 

大森 誠一、奥山圭一 

宿院 信博、杉野 豪、 

須澤 啓一、常田 妃登美 

徳田 奨、  中西 喜美雄 

信山 直紀、橋本 晴美 

松田 弘喜、松本 正之 

森脇 幸伸、山根 美佐雄 

3 科研費パワーアップセミナー 平成 29 年 9 月 03 日 北見工業大学 森脇 幸伸 

4 ESR 利用促進講演会 平成 29年 10月 12日 北見工業大学 白川 和哉 

5 
研究ユニット活動状況報告会 

(第 2 回) 
平成 29年 10月 24日 

北見工業大学  

プロジェクト 

研究推進センター 

白川 和哉 

6 メンタルヘルス研修 平成29年 11月 08日 北見工業大学 信山 直紀 

7 
聴覚障がい者への学生支援に係る

講演会 
平成 30 年 2 月 14 日 北見工業大学 

宇野 珠実、杉野 豪 

山田 忠永 

8 平成 29 年度個人情報保護研修 平成 30 年 2 月 19 日 北見工業大学 

宇野 珠実、奥山 圭一 

熊本 慎也、宿院 信博 

杉野 豪、 須澤 啓一 

常田 妃登美、徳田 奨 

中西喜美雄、信山 直紀 

松本 正之、森脇 幸伸 
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学外で開催された研修会・講習会 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
平成 29 年度北海道地区国立大学

法人等技術職員研修 

平成 29 年 8 月 23 日～ 

平成 29 年 8 月 25 日 

一般社団法人国立大学

協会北海道地区支部及

び国立大学法人北海道

大学 

杉野 豪 

山田 洋文 

2 
平成 29 年度 技術職員・技術支援

者研修会 質量分析分野 
平成 29 年 8 月 28 日 

分子科学研究所  

大学連携研究設備 

ネットワーク

信山 直紀 

3 
2017 年度 機器・分析技術研究会

in 長岡 

平成 29 年 8 月 29 日～  

平成 29 年 8 月 30 日 

2017 年度 機器・分析

技術研究会 in 長岡  

実行委員会 

山田 洋文 

4 
日本機械学会 M&M2017 材料力学

カンファレンス

平成 29 年 10 月 7 日～  

平成 29 年 10 月 9 日 
日本機械学会 大森 誠一 

5 

ものづくり基礎技術セミナー 

「知っているようで知らない材

料特性ものづくりの知識を深め

よう」 

平成 29 年 10 月 27 日 

日本機械学会北海道支

部シニア会 北見工業

技術センター運営協会 

大森 誠一 

6 
第 28 回アナリティカル ESR 計測

実習会 

平成 29 年 12 月 1 日～  

平成 29 年 12 月 2 日 

アナリティカル ESR 研

究会 
白川 和哉 

7 
アシャッフェンブルク応用科学

大学短期交流研修 

平成 30 年 1 月 29 日～ 

平成 30 年 2 月 4日 

アシャッフェンブルク

応用科学大学
常田 妃登美 

8 
日本機械学会 北海道学生会 

第 47 回学生員卒業研究発表講演会 
平成 30 年 3 月 5日 

日本機械学会 

北海道学生会 
大森 誠一 

会議等 

No. 講習会・研修会名 期間 主催機関名 参加者 

1 
平成 29 年度国立大学機器・分析セン

ター協議会 および「技術職員会議」
平成 29 年 10 月 20 日 

室蘭工業大学 

機器分析センター 

橋本 晴美 

山根 美佐雄 

- 16 -



研修報告書 

報 告 者 学部・大学院支援室 ものづくり支援グループ 杉野豪 

研修期間 平成 29 年 8 月 23 日～平成 29 年 8 月 25 日 

研修場所 国立大学法人北海道大学 工学部フロンティア応用科学研究棟 

研 修 名 平成 29 年度北海道地区国立大学法人等技術職員研修 

主催機関 一般社団法人国立大学協会北海道地区支部及び国立大学法人北海道大学 

予算関係 北見工業大学総務課予算（事業費） 

報告 

研修目的： 北海道地区国立大学法人等の技術職員として，現在の立場とその責務を自覚させるとともに，

職務遂行に必要となる知識や社会的識見等を深め，国立大学法人等の技術系業務における中核となるべき

職員として，その資質向上を図ることを目的とする． 

研修内容 

1.1 問題の発見と解決のための手法、解決のための思考法 

1）ゼロベース思考

2）仮説思考

3）発散思考と収束思考

1.2 問題解決の基本スキルとツール 

1）モレなくダブりなく分ける MECE（ミッシー）

2）類似のものをグループ分けして優先順位をつける．

3）ファシリテーションの道具箱

① プロコン表（2分割）プロ(賛成)コン(反対）

② As is／To be（T の字）As is（現状）To be（理想とする姿）

③ ロジックツリー

説明を受けた後，演習としてグループでの討論（実践）を行い習得する手法でした． 

2. コーチングとリーダーシップの研修内容

タイプ別特徴とコミュニケーションの項目では，4 つのタイプがあり（プロモーター・サポーター・ガバ

ナー・アナライザー）自分のタイプ分析ができ，異なるタイプとの接し方を学んでとても有意義でした．

3. 研修に参加してきた感想

研修内容は，多岐にわたった受講項目でしたが，技術部が直面している課題解決に役立つ受講項目が多数

あり，本学技術職員にはぜひとも受講してもらいたい研修内容でした．  
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地域貢献活動 



技術部主催による地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
東児童センター 

出前体験学習 

小中学生 

（20 名） 

平成 29年 

9 月 09 日 

キューブパズルを作ろう

大森 誠一、宇野 珠実 

熊本 慎也、宿院 信博 

常田 妃登美 

むらさきキャベツの色を変

えよう 

橋本 晴美、白川和哉 

徳田 奨、 山根 美佐雄 

マグナス cup どこまで飛ば

せる 

佐藤 敏則、杉野 豪 

長谷川 稔、山田 忠永 

中西喜美雄、松田 弘喜 

百武 欣二 

2 冬休み親子工作教室 

小学生親子 

47 組(児童 51 名

保護者 45 名、

低学年工作 3

名) 
平成 30年 

1 月 08 日 

～1月 10 日

ガラス彫刻 

長谷川 稔、宇野 珠実 

奥山 圭一、白川 和哉 

杉野 豪、 宿院 信博 

常田 妃登美 

アクセサリータワー 大森 誠一、山根 美佐雄 

自分だけの宝箱 山田 忠永、佐藤 敏則 

ラジオ作製
徳田 奨、 石澤 真也 

杉野 豪、松本 正之 

中西喜美雄、松田 弘喜 

技術部が担当した地域貢献 

対象者 実施日 実施内容 担当者 

1 
おもしろ科学実験 

(主催：北見工大) 

小学生 

中学生 

（479 人（全体）） 

平成 29 年 

8 月 5 日 

オリジナルデザインの写真

立てをつくろう 

（小学生対象） 

杉野 豪、 宇野 珠実 

奥山 圭一、宿院 信博 

長谷川 稔、松本 正之 

お湯で溶ける低融点合金の

製造（中学生対象） 

須澤 啓一、橋本 晴美 

徳田 奨 、三橋 恵治 

2 

プログラミング教育に 

係る管理職等研修会 

(主催：北見市教育委員会、

北見工大) 

小学校管理職 

及び教務主任等 

（40 名） 

平成 29 年 

9 月 6 日 
PC ソフトを使用した講座 

奥山 圭一、宇野 珠実 

折原 淳、 宿院 信博 

常田 妃登美 

3 
高校体験学習 

(主催：北見工大) 

訓子府高校 

1 年生：18 名 

引率教諭：2名 

平成 29 年 

10 月 31 日 

文鎮製作 堂田 誠治、山田 忠永 

電子回路作製 
徳田 奨、 松本 正之 

熊本 慎也 

サンドブラスト

杉野 豪、 石澤 真也 

白川 和哉、長谷川 稔 

山根 美佐雄 

データ可視化 

プログラミング体験 

奥山 圭一、折原 淳 

宿院 信博、常田 妃登美 

4 

小中学校教諭対象 

理科実験研修 

（北見工業大学・北見市教育

委員会連携事業） 

小中学校教諭 

電気コース：7 名 

化学コース：4 名 

平成 30 年

1 月 10 日 

電気コース 
百武 欣二、坪田 豊 

久松 茂 

化学コース 
須澤 啓一、橋本 晴美 

三橋 恵治 
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平成 29 年度 資格取得者 



平成 29 年度 資格取得者 

資格名 環境計量士（濃度関係） 

登録者氏名 白川 和哉 

国家資格実施機関 経済産業大臣 

登録年月日 平成 29 年 11 月 14 日 

資格名 情報処理安全確保支援士試験合格者 

合格者氏名 宇野 珠実 

国家資格実施機関 IPA 独立行政法人情報処理推進機構 

合格年月日 平成 29 年 12 月 10 日 
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活 動 報 告



平成 29 年度 技術部活動日誌 

年 月 日 内 容 

平成 29 年 

4 月 06 日 

4 月 26 日 

4 月 21 日 

5 月 09 日 

5 月 10 日 

5 月 11 日 

5 月 16 日 

5 月 19 日 

5 月 23 日 

5 月 25 日 

5 月 30 日 

6 月 07 日 

6 月 13 日 

6 月 15 日 

6 月 27 日 

7 月 03 日 

7 月 04 日 

7 月 06 日 

7 月 07 日 

7 月 21 日 

7 月 25 日 

8 月 01 日 

8 月 02 日 

8 月 04 日 

8 月 05 日 

8 月 10 日 

8 月 23 日 

8 月 30 日 

8 月 31 日 

9 月 01 日 

9 月 06 日 

9 月 08 日 

9 月 09 日 

9 月 12 日 

第 1回情報処理支援グループ会議 

第 1回企画運営会議 

第 1回地域貢献委員会 

第 1回研修委員会 

第 1回ものづくり支援グループ会議 

第 2回地域貢献委員会 

第 1回機器分析支援グループ会議 

第 2回情報処理支援グループ会議 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

第 3回地域貢献委員会 

出前体験学習プレゼンテーション(ものづくり支援グループ) 

第 1 回出前体験学習検討会（地域貢献委員会） 

第 2回企画運営会議 

第 3回情報処理支援グループ会議 

第 2回ものづくり支援グループ会議 

第 2回機器分析支援グループ会議 

第 2回出前体験学習検討会（地域貢献委員会） 

第 2回研修委員会 

第 3回企画運営会議 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

第 3回出前体験学習検討会（地域貢献委員会） 

第 3回ものづくり支援グループ会議 

第 3回機器分析支援グループ会議 

第 4回情報処理支援グループ会議 

第 3回研修委員会 

第 4回企画運営会議 

第 4回出前体験学習検討会（地域貢献委員会） 

第 4回ものづくり支援グループ会議 

第 4回機器分析支援グループ会議 

第 5回情報支援グループ会議 

おもしろ科学実験 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

平成 29 年度北海道地区国立大学法人等 

中堅技術職員研修（2名参加 8 月 25 日まで） 

第 5回出前体験学習検討会（地域貢献委員会） 

第 4回研修委員会 

平成 29 年度北見工業大学技術部技術員研修会 

プログラミング教育に係る管理職等研修会 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

東児童センター出前体験学習 

東児童センター出前体験学習写真撮影（広報委員会） 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 
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9 月 25 日 

9 月 26 日 

10 月 02 日 

10 月 03 日 

10 月 12 日 

10 月 16 日 

10 月 31 日 

11 月 01 日 

11 月 02 日 

11 月 06 日 

11 月 13 日 

11 月 14 日 

11 月 27 日 

12 月 05 日 

12 月 07 日 

12 月 11 日 

12 月 12 日 

12 月 13 日 

12 月 14 日 

平成 30 年 

1 月 08 日 

1 月 09 日 

1 月 10 日 

1 月 15 日 

1 月 18 日 

1 月 25 日 

1 月 26 日 

1 月 29 日 

2 月 22 日 

3 月 01 日 

3 月 05 日 

3 月 07 日 

3 月 08 日 

3 月 13 日 

3 月 27 日 

3 月 28 日 

3 月 29 日 

技術員中期面談 

第 5 回企画運営会議 

第 5 回機器分析支援グループ会議 

技術部新ホームページ公開 

第 5 回ものづくり支援グループ会議 

第 6 回情報処理支援グループ会議 

高校大学見学会（訓子府高校） 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

第 6 回企画運営会議 

第 1 回出前体験学習実施報告会（地域貢献委員会） 

第 7 回情報処理支援グループ会議 

第 6 回機器分析支援グループ会議 

第 6 回ものづくり支援グループ会議 

第 2 回出前体験学習実施報告会（地域貢献委員会） 

第 5 回研修委員会 

第 7 回企画運営会議 

第 4 回地域貢献委員会 

第 7 回ものづくり支援グループ会議 

第 7 回機器分析支援グループ会議 

第 8 回情報処理支援グループ会議 

冬休み親子工作教室（1月 10 日まで） 

冬休み親子工作教室写真撮影（広報委員会） 

小中学校教諭対象理科実験研修 

小中学校教諭対象理科実験研修写真撮影（広報委員会） 

技術部ホームページ更新（広報委員会） 

第 8 回企画運営会議 

第 8 回ものづくり支援グループ会議 

第 8 回機器分析支援グループ会議 

第 9 回情報処理支援グループ会議 

第 9 回企画運営会議 

第 10 回情報処理支援グループ会議 

第 9 回機器分析支援グループ会議 

第 5 回地域貢献員会 

第 9 回ものづくり支援グループ会議 

技術員期末面談（3月 14 日まで） 

ものづくり支援グループ グループ研修（CNC フライス組立） 

ものづくり支援グループ グループ研修（CAM ソフト VCarvePRO の取扱） 

第 10 回企画運営会議 
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平成 29 年度 パソコン相談室利用実績 

平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日 

１．相談室開室場所 

技術部室内パソコン相談室 

２．相談室開室時間（窓口相談） 

教職員 

学生 

月曜日～金曜日 

（休業日除く） 
9:00～12:00 13:00～17:00 

３．相談受付件数 

平成 30 年 3 月 15 日現在（窓口・メール・電話相談すべて含む） 

相談者 相談件数(前年比) 

学生 98(+32) 

教職員 176(+68) 

合計 274(+100) 

対応時間：448 時間 

（内訳）学  生：109 時間     教職員：339 時間 

＊教職員・学生向けの相談は随時、電話・メールでも相談受付けを行っている。 
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各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿



各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿

会議・委員会 構成員 

評価判定会議 技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

企画運営会議 

技術部長、大学運営支援室室長、学部・大学院支援室室長 

情報処理支援グループ長、環境安全支援グループ長 

ものづくり支援グループ長、機器分析支援グループ長 

グループ会議 各グループに所属する技術員(技術専門員・再雇用職員も含む) 

全体会議 技術部長および全技術員 

研修委員会 山根美佐雄、宇野 珠実、佐藤 敏則、白川 和哉、常田妃登美、坪田 豊 

広報・システム委員会 大森 誠一、奥山 圭一、長谷川 稔、松本 正之、三橋 恵治、 

地域貢献委員会 
百武 欣ニ、杉野 豪、熊本 慎也、須澤 啓一、徳田  奨、橋本 晴美

山田 忠永 
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技 術 部 報 告 編 集 委 員

委員長 山根 美佐雄 （機器分析支援グループ長） 

委 員 宇野 珠実 （情報処理支援グループ） 

委 員 常田 妃登美 （情報処理支援グループ） 

委 員 佐藤 敏則  （ものづくり支援グループ） 

委 員 白川 和哉 （機器分析支援グループ） 

委 員 坪田 豊 （機器分析支援グループ） 

監 修 大学運営支援室室長 中西 喜美雄 

学部・大学院支援室室長 松田 弘喜 

国立大学法人北見工業大学 

技術部報告第 25 号 

平成 30 年 5 月 

住所  〒090-8507 

北見市公園町 165 番地 

電話  (0157)26-9314（技術部） 

E-mail tech@desk.kitami-it.ac.jp
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